【外食産業】

職種：商品開発　　職務：マーケット・食材研究

【概要】

　マーケット・食材研究とは、商品開発プロセスのうち、外食産業のマーケット（一般消費者）を念頭に置きながら、新規メニューの開発や既存メニューの改善につながる食材を研究する職務をいう。

【仕事の内容】

外食産業のマーケット（一般消費者）を念頭に置きながら、産地、業界あらゆるところにアンテナを張り、既存メニューへの影響及び将来のメニューに欠かせない新しい食材を調査・報告する。

新しいメニューにつなげるために、新規・既存を問わず食材の調理･加工方法を提案する。並行して新しい食材の安全性を調査するとともに、安定的に供給可能かどうか、産地の状況や経由する取引業者等を調査・報告する。

【求められる経験・能力】

（1） 外食産業のうち本社業務に入職を希望する場合においても、通常店舗業務・店長業務を経験した後に、本社業務に異動することが多く、特別な公的資格は必要とされない場合が多い。経歴採用の際は、当該業務における実務知識と専門知識が問われる。

（2） 外食産業において、メニューは商品の品揃えに相当するので、食材研究の重要性は非常に高い。さらに、お客様が「食」に求めるものは絶えず変化しており、新規の食材を新規メニューにつなげることの重要性が高まっているので、業務のスピードと的確性が求められる。

（3） より高いレベルで業務を遂行するためには、知識や経験などとともに、絶えずアンテナを張るなど「食」に対して強い興味を持ち続けることが求められる。

【関連する資格・検定等】

· 栄養士（社団法人全国栄養士養成施設協会、社団法人日本栄養士会）

· 管理栄養士（社団法人全国栄養士養成施設協会、社団法人日本栄養士会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０２５　食品技術者

１１１　栄養士

２５２　企画・調査事務員

２８１　営業・販売事務員
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